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この度、宮澤保夫理事長は、ブータン王国オリンピッ
ク委員会会長ジゲル・ウゲン・ワンチュク国王弟殿下よ
り、銀の鞘におさまったブータン王国伝統の剣（パタン）
を授与して頂きました。ジゲル国王弟殿下から宮澤保夫
理事長に、これまでの長きに渡る多大なる社会貢献、そ
して、これからの 2 人の友情の証と両国の更なる発展
を願い贈られました。

贈られたパタンは、ブータン王国では、権力の象徴を
現しています。これは、ブータン王国内でダショー＊１

の位以上の男性が、専用の帯で右腰に装着するパタンと
同じものであり、日本人では、ダショー・ニシオカ（西
岡京治氏）に続いて 2 人目＊２となります。

パタンに関する情報、特に製造に関するものは、残念
ながら今では失われており、当時と同じ剣を取り扱える
鍛冶屋も現在は存在しないため、生産もされなくなって
います。今日、ブータン王国にある伝統の剣は、個人の
コレクションかブータン王国内の古い修道院や博物館に
あるのみとなっています。また、パタンはブータンの家
族の遺物となっており、多くの場合継承されています。
高官が身に着けている剣の多くは、殆どが家族の相続財
産によるものとなっています。パタンの歴史は 6 世紀
まで遡ります。 （FGC　石田博彰）

宮澤理事長、ブータン伝統の剣「パタン」授与！

各国での支援活動� ブータン

＊ 1	 「ダショー」とは「最高に優れた人」の

意味を指し、ブータン国王より贈られ

る最も名誉ある称号です。通常各省次

官・最高裁判所判事・県知事級の者に

授与されます。この称号を授与される

際、メダル・肩から掛けるえんじの布・

伝統の剣（パタン）を国王から贈られ、

授与式もこの国の伝統にのっとって行

われます。授ける者と受ける者との 2

人だけで行われます。

＊ 2	 1980 年、ブータン王国で 1人の日本人（西岡京治氏）が第

四代国王より「ダショー」の称号を授与されました。その時、

西岡氏は、メダル・肩から掛けるえんじの布・伝統の剣（パ

タン）を国王から贈られました。現地では、ダショー・ニシ

オカと呼ばれ、ブータン農業の父とも言われ敬意を表されて

います。西岡氏は、遅れていたブータンの農業を改善すべく

1964 年、海外技術協力事業団（現国際協力機構）から農業

技術者として派遣されました。以来ブータンに留まり、農業

の改善に尽力しました。西岡氏は、1992年に没するまでブー

タンで農業改善に尽くしました。

ジゲル王子からパタンを授かりました



毎年 9 月に開催され、今年で第 3 回となるアーチェ
リーの国際大会「ISPS HANDA CUP」。今年も全日本
アーチェリー連盟のご協力をいただき、ブータンとミャ
ンマーより選手団を招へいしました。本戦は 9 月 14 日、

（土）、15 日（日）の 2 日間の日程で開催されましたが、
選手たちは大会に先駆け 9 月 11 日（水）に来日し、愛
知産業大学で合同練習に励みました。

今回はブータンから選手 5 名、コーチ 1 名、ミャン
マーから選手 3 名、コーチ 1 名の合計 10 名がこの大
会に参加しました。また、星槎国際湘南アーチェリー専
攻のブータンからの留学生、ソナム・チョデン選手、ニ
ダップ・ドルジ選手も、同専攻の茂田佳裕監督、ソ・ソ
クウォンコーチとともに選手団に帯同、練習や大会に参
加するだけでなく、海外選手たちのサポートにあたりま
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アーチェリー ISPS HANDA CUP 2019 開催
ブータン、ミャンマーより選手団を招へいしました！

した。
本大会には日本代表選手や、モンゴル代表選手、オー

ストラリア代表選手も出場し、世界トップレベルの試合
が行われました。予選ではジュニア日本記録の更新や、
オーストラリア団体記録更新など、好記録を達成する選
手も多く、ブータン、ミャンマーからの招待選手たちは
健闘したものの、上位入賞はかないませんでした。し
かし大会後には全日本代表チームとの合同練習にも励
み、今後に向けて技術面での成長を得ることができまし
た。また星槎の高校生選手たちにとっては、トップレベ
ルの試合に参加できたことは普段では得られない貴重な
経験となりました。ブータン、ミャンマーともに 2020
年東京オリンピック大会へのアーチェリーでの出場が期
待されます。世界こども財団と星槎グループでは、今後
も支援を継続していきます。

その後選手団は 9 月 20 日（金）に星槎湘南大磯キ
ャンパスを訪問し、宮澤保夫理事長への大会報告を行い
ました。この日はブータンから日本体育大学で実施され
たパラリンピック陸上競技強化トレーニングに参加して
いたパラ砲丸投げ選手 2 名、コーチ 1 名も合流。選手
2 名は 5 月に行われた世界パラリンピック陸上競技グ
ランプリに出場し、パラリンピック大会の標準記録をと
もに突破していますが、今回のプログラムを通じさらに
競技力を向上、また日本のパラアスリートや関係者との
親交も深めています。 （FGC　石井洋祐）星槎湘南大磯キャンパスを訪問したブータン、ミャンマーのアーチェリー選手団と

ブータンのパラアスリートたち

ISPS HANDA CUP に参加した選手一同



留学生活動報告

8 月 27 日（火）から 31 日（土）までの間、昨年に
引き続き今年も星槎国際湘南で学ぶ留学生 8 名は、星
槎高尾キャンパスで行われた「第 3 回 SEISA アートキ
ャンプ」に参加しました。

期間中は全国から集まった星槎の仲間たちと器楽、ダ
ンス、演劇、美術、料理などの分野に分かれ、一生懸命

9 月 25 日（水）大磯にて、星槎国際湘南に通う陸上
専攻のアヌール君、デジェン君、ペンジョ君の卒業式が、
スポーツ奨学生を受け入れてから初めて執り行われまし
た。当日は宮澤保夫理事長はじめ留学生の支援にご協力
いただいた皆様方に参列いただきアットホームな雰囲気
で和やかに進みました。

式では卒業する留学生 3 名が高校生活を振り返り卒
業の言葉を述べました。文化や言葉もまったく知らない
日本での困難を乗り越え、仲間との協働の大切さを学ん
だこと、ご支援いただいた皆さまのおかげで陸上競技に
おいて結果を出すことができとても充実した高校生活を
送れたこと、貴重な機会を与えられたことへの感謝をそ
れぞれ述べました。
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SEISA アートキャンプ！

湘南 GC 留学生卒業式！

にステージ作りに取り組みました。初心者から経験者と
様々な生徒との関わり合いの中で、言葉の壁を乗り越え、
互いに教えあい、励まし合いながら練習をし、一つの大
きなものを作りあげる苦労、困難、喜び、楽しさを通し
て大きく成長した 4 泊 5 日でした。
 （FGC　井上美智代）

初日ワークショップの様子

卒業生の言葉（左からアヌール君、ペンジョ君、デジェン君）

料理カテゴリに参加したメルハウィ君

エリトリアのエスティファノス大使もかけつけてくださいました

美術カテゴリに参加したスーさん（一番左）

卒業式集合写真。ご来賓の皆さま、留学生の仲間たちと一緒に

今後彼らは大学へ進学し新たなスタートを切ります。
これからも更なる彼らの活躍をご期待ください。
 （FGC　井上美智代）
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毎年 9 月第 1 週土曜日、ブータン王国では世界一過
酷なマウンテンバイクレース「ツアー・オブ・ドラゴン：
Tour of Dragon（TOD）」が開催されています。TOD
発案者は、ブータンオリンピック委員会（BOC）会長
のジゲル・ウゲン・ワンチュク国王弟殿下です。

今年の TOD は 10 回目となる記念すべき節目を迎え
ました。星槎グループ・世界こども財団は、本会をサポ
ートするゴールドスポンサーを務めさせて頂いています。

TOD は全長 268km、ヒマラヤ山脈 4 つの峠を 1 日で
超えるレースであり、高低差は 1000m から 3500m に
および、世界一タフなバイクレースとも云われています。

今年は 5 人の女性サイクリストを含めた 53 選手が
出場し、ペルデン・ワンチュク選手（20 歳）が 10 時
間 51 分 28 秒でゴールしました。発案者であるジゲル

法人会員様・ご協力団体様
紹介コーナー

このコーナーは当財団にお力添えをいただいております企業・団体様をご紹介していきます。

第 3 回 株式会社大塚商会 様・株式会社アストロ 様

王子も毎年参加するサイクリストと全長 268 キロを一
緒に走り抜けます。 （FGC 石田博彰）
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記念すべき 10 回目を迎えたツアー・オブ・ドラゴン！


